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⾳源：

4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E3%80%85%E6%9C%A8%E5%BE%B3%E5%A4%AB 

後に資料は 仙台⽂学館 に寄贈

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E3%80%85%E6%9C%A8%E5%BE%B3%E5%A4%AB


仙台⽂学館 (宮城県仙台市⻘葉区北根2丁⽬7−1)
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https://www.sendai-lit.jp/ 

仙台駅から
バスで30分

https://www.sendai-lit.jp/


⾳源：保存⾳源とディジタル化の進捗
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オープンリール カセットテープ
本数 88本 171本

ディジタル化 完了 (2023/02) 完了 (2024/01)
時間数 157時間 283時間

収録時期 1967ー1983 (調査中)
昔話数 2,475 (調査中)
採訪地 58 (区‧町単位) (調査中)
話者数 233 (⼥: 132, 男: 100) (調査中)

アノテーション ⼀部完了 (後述) (検討中)



⾳源について：テープの問題
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オープンリールのカビ
→ クリーニング作業 (18本)

カセットテープ
パット剥落 (8本), クランプ破損 (12本)

カセットテープ
グリス付着 (1本), カビ発⽣ (1本)

カセットテープ ケース形状の違い
圧着式の場合はケース破壊が必要

写真提供：(株)プレシード



コーパス概要：話者
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話者 性
別 ⽣年 住所

(全て宮城県) 話数 時間数

F001 ⼥ M24 
(1981) 仙台市 74 9h15m

F002 ⼥ M40 
(1907) 牡⿅郡⼥川町 23 2h25

m

F003 ⼥ T13 
(1914) 遠⽥郡美⾥町 24 1h36

m

M001 男 M42 
(1909) 登⽶市 74 9h18

m

M002 男 M29 
(1896) 柴⽥郡川崎町 35 2h22

m

★

★

●

●

●
★：第1弾 (2022) で公開，第2弾 (2025) で追加
●：第2弾 (2025) で公開

地図：https://www.pref.miyagi.jp/site/access/ken.html 

M001

F003
F002

F001M002

太字は著作権者許可済み（享受⽬的利⽤可能）

https://www.pref.miyagi.jp/site/access/ken.html


コーパス概要：内容物

• ⾳声&テキスト
• 16kHz サンプリング，RIFF WAV 形式
• 各話書き起こし，共通語対訳(2025年度）

• メタデータ
• 収録⽇，各話の開始‧終了時刻，

掲載書籍名, ⾳声ファイル名, 
話型データ(2025年度）

• 原題：ラベル記載の題名  
• 改題：書籍掲載の題名

9https://sites.google.com/site/shinnosuketakamichi/research-topics/tohoku-dialect_corpus?authuser=0



各昔話の
⾳声データ

基本形 (漢字かな
混じり⽅⾔表記) 共通語対訳

発⾳形
(カタカナ表記)⽅⾔辞書 Praat 

時間情報

⽅⾔
コンテンツ

モチーフ抽出
＆ 話型DB

⾃動化できると嬉しい…

⾃動化できると嬉しい…メインの流れ

昔話
エータベース

書誌情報



テープの内容確認

問題点
• 1本のテープに複数の話者の語りが収録されているものがある
• ラベルの記載が不⼗分

対応策
• ⾳声認識によるテキスト化→分割⽤タグ付け→メタデータファイル

• Whisperを使⽤ （デモ：https://huggingface.co/spaces/openai/whisper ）
• 認識結果からタグ付与を⼀部⾃動化
• ⾳声と同期させ、波形を⾒ながら話の切れ⽬を探す→題名タグ付け
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https://huggingface.co/spaces/openai/whisper


テープの内容確認：認識結果例

• date：元号…採録⽇、住所、⽒名、⽣年⽉⽇
• start：語り始めの語…むかし/むがし/むがす/あったずもな etc.
• end：語り終わりの語…どんどはれ/えんつこもんつこさげだ/なるほど

ね etc.
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桃⽣町⽜⽥字…

認識した⾳をそのまま書き起こしてくれることもあるが勝⼿に漢字を当てている場合も… 
例：チヅネ/ちずに/地図⼈ → 狐



書き起こし（基本形）：凡例
• 漢字‧平仮名混じり
• フィラーも書き起こす
• 漢字の前には ｜ を⼊⼒し、漢字の後の［ ］に読みを平仮名で⼊れる

• 例） ｜⼀軒［いっけん］の、 ｜貴様［くさん］
• 漢字が続いている場合は単語ごとに「｜」を⼊れる。

• 例）｜⼤変［たいへん］｜繁盛［はんじょう］
(四字熟語の場合は ｜四字熟語［よじじゅくご］）

• 聞き取り困難な部分は⾳の数だけ ＊を⼊れる。
• 例）｜⾷［た］べ＊の

• 表記に迷う場合は （｜） (かっこ内に ｜ で区切って⼊れる）
• 例）客：「きゃく」か「きゃぐ」か迷う→｜客［きゃ（く｜ぐ）］

• 語中の濁⾳の前⿐⾳は全⾓の「ン」を⼊れる。
• 例）やンど（宿） まンど（窓）

• 歌は始めと終わりに 〽 を⼊⼒する
• 話と無関係な発話は（ ）に⼊れる（聞き⼿の相づち、聞き⼿への確認など）
• かっこ、｜、＊などの記号はすべて全⾓にする
• 息継ぎの有るところに読点，⽂の切れ⽬と思われるところに句点を⼊れる
• ⺟⾳が続く場合も⻑⾳符号を使わず書き起こす。⽂末‧語末で⺟⾳の引き延ばしの場合は⻑⾳符号を使う

• 例）｜⼤［おお］きな それー なあー
13



書き起こし（基本形）：問題点

• ⿐濁⾳が反映されていない
• 第2弾で話者F001の⿐濁⾳表記を追加

• 判断に迷う⾳の表記をどちらかに統⼀すべきか
• [し]？or[す]？→［し］と［す］は区別がない→[す]とする
• [ひ]？or[し]？→近い⾳になっているだけ→［ひ｜し］とする

• 発⾳形(カタカナ表記)の作成に向けて
• COJADSの形式に合わせるにはタグが不⾜している
• 分かち書きを⾃動化できるか － ⽅⾔辞書が必要

• 語彙集を電⼦ファイル化

14



共通語対訳：

• 基本形から共通語対訳を作成する
• 国会図書館デジタルコレクション（2022.10〜）を活⽤

• 道具‧⾷物‧地名など、現代にないものの聞き取り‧書き起こし‧対
訳が難しい→注釈が必要

• 参考⽂献：リストを作成
• 本⽂中の注釈：必要最⼩限に⽌める

• 読める/読めない、わかる/わからないに個⼈差がある→どこまで付与するか
• 機械学習での利⽤には注釈や読み仮名はない⽅がよい⇔対訳を読んで理解する

ためには注釈や読み仮名は必要
• 別途⽤語集を作成する

15



共通語対訳：凡例
• できるかぎり意訳はしない。（意訳タグが必要か）
• 助詞がないと理解しにくい場合は適宜補い、[ ] に⼊れる。
• 意味が通りにくい場合は、語句を補い、[ ]に⼊れる。
• 注釈が必要な場合は［＝注釈］とする。

• 例：唐櫃［＝からど。⾜のついた⻑持。］

• フィラーは、⾳の数だけ×を⼊れる（⾔葉にならないもののみ。「あの」「その」
とはっきり聞こえるものは書き出す）。

• ⾔い間違い、⾔い淀みなど共通語訳ができない部分は⽂字数分×を⼊れる。
• 歌や節回しのある⽂などは〽の記号を前後につける。漢字を当てることが出来る場

合は漢字を当てる。
• どうしても訳せない語はそのままにする。 16



共通語対訳：問題点

⽅⾔？ or 共通語？
• 良く知られている⽅⾔/東京⽅⾔でも使う語 は、和英辞書に⾒出し語がな

ければ共通語形にした
• 例：めんこい→かわいい おっかない→恐ろしい/怖い たまげた→驚いた/

びっくりした
• 共通語と同じ形をしているが、使い⽅が違う語がある？

• 例：「もはや海にして」…あと少しで海、というところで事切れていた、とい
う描写。現代語の「今となっては。もう/早くも。すでに」とは意味が異なる
→⽤例が少なく、訳を決めきれない

• 「はあ」の扱い…⽂末詞？ 副詞？  感動詞？
• 感動詞と捉えて「ほら」の訳語を当てた

半沢 康, “ 東北地⽅におけるハーの伝播と変化,” ⽅⾔の研究, vol. 4, pp.159-180, 2018
17



共通語対訳：問題点

‧「なぜこう訳すか」を説明できない場合がある
例：「助けられらいんちゃ」→「⼿伝ってもらいましょうよ」と訳した

      （仙）通常は［助けで貰わいんちゃ］と使うが、意味は同じと考える
      →「〜らいん」＝「〜なさい」 なので、「⼿伝ってもらいなさいよ」

   ‧対⾯での調査と異なり、発話者に質問できない

‧同じ⽤例がないか？⇒話型による分類情報が必要

18



話型分類
• 昔話の話型分類データを付与

• メタデータに追加
• 関敬吾ほか編『⽇本昔話⼤成』第11巻の話型分類番号を利⽤

• 共通語対訳→モチーフ‧テーマ抽出→話型分類
• 同じタイプの話を取り出して⽐較＝話型別コーパス（2025〜)
• 地図×話型分類×⾳声
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今後の課題（2025年度⽬標）

• アノテーションの拡充
• 第2弾コーパスの公開
• 話型別コーパスの作成

• メタデータの整備
• 書誌情報とリンクした佐々⽊徳夫採集昔話データベース

• 権利処理
• 話者ご遺族宛て郵便：届けば100％承諾
• 郵便が届かない場合の対応

• アウトリーチ活動
• 仙台市内の⼩学校にて昔話と⽅⾔の楽しさを味わうイベントを企画
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